
（別紙３）

～ 2026年　3月　2日

（対象者数） 10 （回答者数）
8

～ 2026年　3月　2日

（対象者数） 4 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

継続して、助けを求めることが出来る関係性の構築を行う。

2

引き続き、情報の共有や職員の交代などを必要に応じて行っ

ていく。

3

引き続き、環境の構造化を必要に応じて行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

毎回案内をし、職場とも相談して参加出来るように働きかけ

ていく。

2

3

○事業所名 むぎのこスクール（スイートピー）

○保護者評価実施期間
2026年　2月　9日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　３月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者参加のグループカウンセリングへの誘いかけをするが、

参加が少ない傾向があった。

保護者の就労状況によって参加が難しいと思われる。

思春期の子ども達のそれぞれの気持ちに寄り添う事を大切にし

てきた。

大人や子ども同士の信頼関係を深め、何でも話せる関係性を目

指してきた。マイナスの気持ちこそ話せるように、助けを求め

ることが出来るように取り組んできた。必要に応じて個別で話

しを聞くことも多かった。

個別対応が必要な子に、丁寧に関わった。 個別対応が必要な子に、職員が付けるように他クラスとも協力

しあい、丁寧に関わった。

事業所の場所が代わり、環境の変化があった中、新しい環境で

も安心できる。

事業所の場所が代わり、環境の変化があった中、新しい環境で

も安心できるように職員が見通しを持ち、落ち着いて療育を

行った。

事業所における自己評価総括表公表


